宮沢賢治童話における「まるで」の用法 by 山口 豊
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岩波書店 『広辞苑(第 7 版) 』  
まる‐で【丸で】〘副〙 ①ちょうど。あたかも。さながら。「－夢のような話」 
（ア）（下に否定的な語を伴って）全く。全然。まるっきり。「－駄目だ」 











学研 『改訂 現代新国語辞典』 





















比喩を第一義に記載 岩波書店 大修館 集英社 小学館  











作品名 用例数 作品名 用例数 作品名 用例数
イーハトーボ農学校の春 5 三人兄弟の医者と北守将軍 7 土神ときつね 13 
いちょうの実 4 鹿踊りの始まり 1 手紙四 2 
インドラの網 2 シグナルとシグナレス 12 電車 1 
馬の頭巾 2 水仙月の四月 5 毒蛾 7 
おきなぐさ 7 税務署長の冒険 13 とっこべとら子 2 
オツベルと象 1 セロ弾きのゴーシュ 14 どんぐりと山猫 6 
カイロ団長 1 台川 1 なめとこ山の熊 16 
かしはばやしの夜 8 谷 4 二十六夜 4 
ガドルフの百合 6 種山ケ原 1 猫の事務所 3 
グスコーブドリの伝記 20 タネリはたしかにいちにち嚙んでいたやうだつた 5 林の底 1 
クンねずみ 2 注文の多い料理店 1 ひかりの素足 23 
さいかち淵 7 チュウリップの幻術 1 ビジテリアン大祭 14 
サガレンと八月 6 月夜のけだもの 3 ひのきとひなげし 6 
さるのこしかけ 1 月夜のでんしんばしら 9 フランドン農学校の豚 8 
ペンネンネンネンネン・ネネムの伝記 15 貝の火 12 蜘蛛となめくじと狸 4 
ポラーノの広場 17 蛙のゴム靴 3 鳥をとるやなぎ 5 
マグノリアの木 2 革トランク 1 鳥箱先生とフウねずみ 1 
まなづるとダァリヤ 2 学者アラムハラドの見た着物 5 洞熊学校を卒業した三人 3 
マリヴロンと少女 2 雁の童子 3 楢ノ木大学士の野宿 17 
みじかい木ぺん 4 気のいい火山弾 1 二人の役人 7 
めくらぶどうと虹 3 銀河鉄道の夜 40 氷と後光 3 
やまなし 2 耕耘部の時計 2 氷河鼠の毛皮 6 
よく利く薬とえらい薬 1 山男の四月 1 葡萄水 2 
よだかの星 11 四又の百合 3 風の又三郎 36 
或る農学生の日誌 9 紫紺染について 1 風野又三郎 48 
茨海小学校 4 若い木霊 2 北守将軍と三人兄弟の医者 6 
烏の北斗七星 1 十力の金剛石 4 狼森と笊森，盗森 3 
黄いろのトマト 9 雪渡り 4 虔十公園林 6 
化物丁場 5 双子の星 6   
次にこれらの用例を，1 比喩と 2 強調に分類し，さらに後に呼応する語との関係でさらに分類を
試みた。 
 











































2 強調  














てみると以下のようになる。    
比喩(371 例) 強調(205 例) 
１ａ １ｂ １ｃ １ｄ １ｅ １ｆ １ｇ １ｈ ２ａ ２ｂ 
76.0％ 1.07％ 1.34％ 6.19％ 1.61％ 1.88％ 10.7％ 0.26％ 14.1％ 85.9％









今度は作品ごとに分類項目とその用例数を調査した。    
 比喩 強調 
１ａ １ｂ １ｃ １ｄ １ｅ １ｆ １ｇ １ｈ ２ａ ２ｂ
イーハトーボ農学校の春 3         2 
いちょうの実 1      1   2 
インドラの網       1   1 
馬の頭巾    1      1 
おきなぐさ 5         2 
オツベルと象 1          
カイロ団長 1          
かしはばやしの夜 6         2 
ガドルフの百合 3      1   2 
グスコーブドリの伝記 7 1  1     4 7 
クンねずみ 1         1 
さいかち淵 5         2 
− 31−
サガレンと八月 3      1  1 1 
さるのこしかけ 1          
三人兄弟の医者と北守将軍 3      1  1 2 
鹿踊りの始まり 1          
シグナルとシグナレス 5      1  1 5 
水仙月の四月 3      2    
税務署長の冒険 9        2 2 
セロ弾きのゴーシュ 5 1  1   2  2 2 
台川 1          
谷 1         3 
種山ケ原       1    
タネリはたしかにいちにち嚙んでいたやうだつた 2  2       1 
注文の多い料理店 1          
チュウリップの幻術       1    
月夜のけだもの 2      1    
月夜のでんしんばしら 4   2      3 
土神ときつね 5   1       
手紙四 2          
電車 1          
毒蛾 4   1      2 
とっこべとら子 1         1 
どんぐりと山猫 3         3 
なめとこ山の熊 9  2   1    4 
二十六夜 3         1 
猫の事務所 1      1   1 
林の底          1 
ひかりの素足 13      2  1 7 
ビジテリアン大祭 3    1  3   7 
ひのきとひなげし 4        1 1 
フランドン農学校の豚 3     1 1   3 
ペンネンネンネンネン・ネネムの伝記 12      1   2 
ポラーノの広場 8   1   2   6 
マグノリアの木         1 1 
まなづるとダァリヤ      1   1  
マリヴロンと少女 2          
みじかい木ぺん 2         2 
めくらぶどうと虹 3          
やまなし 1        1  
− 32−
よく利く薬とえらい薬 1          
よだかの星 7      1  1 2 
或る農学生の日誌 3 2  1     2 1 
茨海小学校          4 
烏の北斗七星 1          
黄いろのトマト 2      1   6 
化物丁場 3         2 
貝の火 5   1  2 3   1 
蛙のゴム靴 2         1 
革トランク          1 
学者アラムハラドの見た着物 3         2 
雁の童子 2         1 
気のいい火山弾          1 
銀河鉄道の夜 21  1 2   3 1  12 
耕耘部の時計 2          
山男の四月    1       
四又の百合 3          
紫紺染について          1 
若い木霊 1    1      
十力の金剛石 1   1 2      
雪渡り 1      2   1 
双子の星 3     2    1 
蜘蛛となめくじと狸 2   1     1  
鳥をとるやなぎ 2   1      2 
鳥箱先生とフウねずみ 1          
洞熊学校を卒業した三人 2   1   1    
楢ノ木大学士の野宿 5         10 
二人の役人 4    1     2 
氷と後光 2         1 
氷河鼠の毛皮 3   2      1 
葡萄水 1         1 
風の又三郎 17   1     3 15 
風野又三郎 25   2 1  3  4 12 
北守将軍と三人兄弟の医者 1      1  1 3 
狼森と笊森，盗森 2         1 









4 パターン 「セロ弾きのゴーシュ」「貝の火」「風野又三郎」 











 品詞 総数 １ａ １ｂ １ｃ １ｄ １ｅ １ｆ １ｇ １ｈ
比喩が単語 
名詞 218 176 4  9 1  28  



























「蜘蛛の糸」 七月号 10 頁） 
② 自分ののぼつた後をつけて，まるで蟻の行列のやうに，やはり上へ上へと一心に（芥川龍之介 
「蜘蛛の糸」 七月号 11 頁） 
③ 王子は，もうぐうぐうと鼾をかいて，全で石のやうに眠り込んでしまひました。（鈴木三重吉 「ぶ
くぶく長々火の目小僧」 八月号 28 頁） 
④ ふさふさした金の髪は，それこそ丸で金の絲の瀧のやうに，きらきらと肩から足の下まで垂れ下
がりました。(鈴木三重吉 「魔法の魚」 十月号 18 頁) 
⑤ それでは丸でお話がちがひます。(鈴木三重吉 「魔法の魚」 十月号 20 頁) 
⑥ 丸で人をぺてんにかけたのと同じです。 (鈴木三重吉 「魔法の魚」 十月号 20 頁) 
⑦ 王様と役人とは，鴻の鳥が，全で人間がいふ通りに，こましやくれたことをいふものですから，
二人ともをかしくてをかしくて堪りませんでした。(鈴木三重吉 「またぼあ」 十一月号 15
頁) 
⑧ わしはまるで別なものだ。(松居松葉 「子供の極楽」 十一月号 56 頁)   
⑨ 光りに馴れたものの目には，全で穴の中のやうに眞つ暗に見えました。(鈴木三重吉 「またぼあ」 
十二月号 6 頁) 
⑩ お中が透いてゐると見えて，まるで虫が這ふやうに，シボリトボリと村の眞ン中の方へ歩いて行
くのでした。(島村苳三 「村の寶」 十二月号 21 頁)  







  3.1130－04 異同・類似  ちょうど さながら あたかも いかにも さも 見るからに 


















② ある期待・予想にぴったりとあうさま。「その帽子は服に－似合っている」  
③ ある時期にぴったりと合うさま。  
㋐ まさにその時。「－バスが来た」  
㋑ たった今。「兄は－出かけたところです」「－行こうとしたところだ」  
④（多く下に「ようだ」などを伴って）そのものの形状・性質などが，別のあるものによく似てい
るさま。まるで。あたかも。「月は－鏡のように見えた」〔「丁度」は当て字〕 
さながら（ 副 ）  




② まったく。ひたすら。「沖の鷗の－白きは／ふところ日記 眉山」  
③ そのまま。そのままの状態で。「たえて，ことづてもなし。－六月になりぬ／蜻蛉 中」  
④ そっくり全部。のこらず。「大事を思ひ立たん人は去りがたく心にかからん事の本意をとげず
して，－捨つべきなり／徒然 59」  
あたかも（ 副 ）〔「あだかも」とも〕  
①（多く下に「のようだ」「のごとし」などを伴って）形状・様態・性質などを，よく似ている物
事にたとえて形容する語。ちょうど。まるで。 「 －戦場のような光景」 「 －勝者のごとく振
る舞う」 
 ② ちょうどその時。まさに。「時－一月一日」「－柱時計は徐（しず）かに八時を点（う）ち初
めた／社会百面相 魯庵」  







づまらず／平家 7」  
⑤ 願望を表す。ぜひとも。「今は，－ －かけて言はざらなむ／源氏 宿木」 
さも【然▽も】（ 副 ）〔副詞「然（さ）」に助詞「も」が付いた語〕  
① 本当にそれらしいさま。いかにも。「－うれしそうに笑う」「－知っているかのように話す」 












語であるが，賢治の場合，比喩としての使用は 371 例で 64.4％，強調としての使用は 205 例で 35.6％
と，強調で使うのが 1/3 強と多く用いられていることが分かった。小松は「方言」としての用法もあ








を賜った。記してお礼申し上げます。                  
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